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瀦
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A。 林 業 経 営 に 関す る研 究

1.利 用材積表の調整方法に関する研究

柿 原 道 喜

木 梨 謙 吉

林業経営に鉛いて、伐出費、立木価格の計算のためには正確な利用材積の把握はきわめて重要

であるにもかかわらず、利用材積表の研究は、わが国においては非常に少ない。そこで、利用材

積表の合理的作製方法を嬰らかにして正 しい利用材積を算定する基礎沸1る ことを目的 とする。

利用材積表の調整方法としては、従来から行なわれている幹曲線式法、回帰法のほか、最近で

はプβごツト法、名項式結合方式などが提案されているo本 研究は、各樹種 について上記諸方法

により利用材積表の調製を行な㌔へ それらを比較検討して 電つ と屯正しい利用材積表の調製方法

を明らかにしようとする ものであつて、本年度は、宮崎演習林の広葉樹を対象としてプ撰ビット
、

法による利用材積表の調製をこころみたo(資 料編参照)。 その結果、天然生広葉樹のように湾

曲木、腐朽木があつたり、また、枝条からも丸太が採伐される場含には、プロビツト法を用いる

ことが非當に好適であることが認められた。(第22回E本 林学会九州支部大会 ・第77回 録本

林学会大会で発表)'

2.肥 培林業の経営に関する研究(要 約)'

宮 峰 安 貞

本研究は、合理的な肥培林業経営へのアブロ 一チを企てたものであるoま ず、スギ、 ヒノキを

材科として林木生長に吾よぽす林地麗培の影響を調べ、幼令期施配の生産技徳釣諸特徴を弱らか

に したQま た、相知型スギ肥培林は、独特の肥培施業法により統一」的かつ継続的に経営されてい

るが、その林分構成諸因子について隣接 した対照林と比較 ・検討したoつ ぎに、これらの実験於

よび調査結果に基づいて、主として限界分析法、予算法によつて合理的肥培林業経営への接近を


